
㈱㈱国際電気通信基礎技術研究所（国際電気通信基礎技術研究所（ATRATR）のご紹介）のご紹介

‐‐電気通信分野における基礎的・独創的研究の推進をミッションとする株式会社電気通信分野における基礎的・独創的研究の推進をミッションとする株式会社‐‐

2007.12.16 神戸大学百年記念館
第2回日本物理学会キャリア支援センターイベント

キャリアパス拡大フォーラム



2

ＡＴＲについて

ミッション 情報通信に関する独創的、基礎的研究を推進し、
未来社会に貢献する

設立 １９８６年３月 ＡＴＲ設立
１９８９年 「けいはんな学研都市」の最初の入居者

会社形態 NTT様始め１２１社の株主様による株式会社

ファンド 大部分の研究資金は、総務省様、NICT様始め国か
ら

社員数 ３２０名 （再掲：研究者２８４名）
研究者の内訳； 契約研究者８０％、出向者１３％、プロパー７％、
海外研究者は約２０％

（平成19年10月1日現在）
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△◇研究所

○×研究所

外部組織

ATR

委託研究

共同研究

政府
（一般会計、特別会計、電波利用料金などの使途限定予算）

競争的資金
(NiCT, 総務省, 文科省,経産省,,,,etc.)

ATRATRの研究資金の研究資金
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ATRATRの研究要員についての研究要員について

日本籍
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流動性・国際性・質を重視流動性・国際性・質を重視
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メディア情報科学研究所
体験共有、インタラクティブ

メディア情報科学研究所
体験共有、インタラクティブ

ATRATRが取り組んでいる研究開発が取り組んでいる研究開発

音声言語処理音声言語処理

情報・知識処理情報・知識処理

脳情報脳情報

ロボットロボット

無線通信・光無線通信・光

音声言語コミュニケーション研究所
音声認識・翻訳

映像自動生成への展開

音声言語コミュニケーション研究所
音声認識・翻訳

映像自動生成への展開

脳情報研究所
脳機能を知る、脳から学ぶ

知能ロボットへの展開

脳情報研究所
脳機能を知る、脳から学ぶ

知能ロボットへの展開

知能ロボティックス研究所
生活支援ロボット

アンドロイドサイエンス

知能ロボティックス研究所
生活支援ロボット

アンドロイドサイエンス

認知情報科学研究所
知覚認知メカニズムの解明
多感覚インテグレーション

認知情報科学研究所
知覚認知メカニズムの解明
多感覚インテグレーション

知識科学研究所
行動・状況理解

知識構築、知識提供

知識科学研究所
行動・状況理解

知識構築、知識提供

適応コミュニケーション研究所
ユビキタスITS、アドホック通信

コグニティブ無線通信

適応コミュニケーション研究所
ユビキタスITS、アドホック通信

コグニティブ無線通信
波動工学研究所

超高速無線LAN
高性能デバイス

波動工学研究所
超高速無線LAN
高性能デバイス
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音声翻訳は、多言語音声認識、話し言葉翻訳、多言語音声合成の要素技術から構成されている。
いずれの処理も大規模なコーパス※から処理に必要な知識を自動構築している。この方法は言
語に非依存であるため多言語への展開が容易であるという大きな特長がある。

※: コーパス： 大量の音声・テキストデータに言語的情報を付与したデータベース

研究成果事例１研究成果事例１
携帯型携帯型音声翻訳音声翻訳機機のの実現と実証実験実現と実証実験

ビジネス手帳大の携帯型音声翻訳機を開発し、街頭で翻訳機を介した対話実験を実施。
60%以上の人がほぼ全部の情報を伝えることができ、90%以上の人が半分位の情報を
伝えることができたとの回答を得た
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研究成果事例２
ショッピングセンターでの案内ロボットの実証実験

・無線タグ（実験モニタ７００人に事前配布）による個人同定と履歴に基づいて
来店回数が増えるほど、顔見知り感や親近感のある案内サービスを実現
（例：「○○さん、また来てくれたんだね。それじゃいいこと教えてあげるね」）

・館内のほぼすべての施設・店舗の案内や情報提供を実施
（例： （モニタ）「傘はどこで売っている」⇒（ロボット）「あそこのエレベータを３階まで

あがって左側に行くとあるよ」）

無線タグ ロボビーツーエフ
Robovie IIF

：

（2007年7月23日～8月31日イオン高の原において実施)



9MRI / fMRI 脳磁計(MEG)
ATR脳活動イメージングセンタ

階層ベイズ法による
高精度脳活動推定

fMRI（高空間分解能）
＋

MEG（高時間分解能）

大規模装置

NIRS（高空間分解能）
＋

EEG（高時間分解能）

可搬型計測装置

研究成果事例３
新しい脳活動計測手法の開発

時間的にも空間的にも高い分解能を有する脳活動計測技術を開発しました時間的にも空間的にも高い分解能を有する脳活動計測技術を開発しました

脳活動時空間情報を統合

横河電機(株)
SIEMENS



10

ATRの今後の重点取り組み

積極的な対外連携、共同研究を推進

情報発信の強化、開かれた存在感のあるATRに

社会に役立つ研究、使ってもらえる研究成果を
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人材募集人材募集

http://http://www.atr.jpwww.atr.jp//


